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(お知らせ) 

予約で採血検査がある方の最終受付は 

17 時 30 分となります。 

※水、土の最終受付は11時30分となります。 

時間に余裕をもってお越しください。 

ご協力お願い致します。 

  

      

『脳ドックは何歳から受けるべき？』 

脳ドックは、MRI や MRA など機器を用いて脳の状態を詳細に調べる検査です。 

自覚症状の出にくい脳の病気を、早期発見、予防することを目的としています。 

脳の病気には、脳腫瘍や脳血管疾患（脳の血管に異常がある病気の総称）などがあります。 

脳血管疾患のうち、急激に発症するものは脳卒中（脳出血、くも膜下出血、脳梗塞） 

と呼ばれます。脳ドック受診すべき年齢として、40 歳以上の人は積極的に検討するとよい 

でしょう。なぜなら、脳血管疾患による死亡率は 20 代後半から高まり、40 代になると 

さらに増加するからです。 

●脳ドックのメリット、デメリットとは？    ●脳ドックを受けた方がいい人とは？ 

 (メリット)                   40 歳以上の中高齢者 

 ・脳の病気に関する異常を発見しやすい      脳卒中・認知症の家族歴がある方 

 ・脳ドックで判明した疾患の早期治療が出来る   肥満気味の方 

 ・生活習慣の改善が出来る            高血圧・脂質異常症の方 

 (デメリット)                  糖尿病を持っている方 

 ・検査環境が負担になる場合がある         

 ・検査時間が長い 

 ・造影剤使用時のアレルギーの可能性 

 ・MRI での磁場酔いの可能性 

 ・異常見つかった際心的負担となる可能性がある 

  

診療・休診のお知らせ 
〇７月 27 日（日）   休日当番医 
〇７月 31 日（木）   休診 
〇８月 7日（木）午後の院長診察は 16 時より  
〇８月 13 日（水）～15 日（金）夏季休暇 
 

２０２５年７月１５日発行 第１１０号  

 

                                                  

待 合 室 

                                         

                        

                  

 

 (メリット)                

 ・脳の病気に関する異常を発見しやすい     

 ・脳ドックで判明した疾患の早期治療が出来る  

 ・生活習慣の改善が出来る           

 (デメリット) 

 ・検査環境が負担になる場合がある        
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 ・MRI での磁場酔いの可能性 

 ・異常見つかった際心的負担となる可能性がある 

掲 示 板 
白衣の天使 

待合室コーナーは、糖尿病の予防や改善に向けた情報をお伝えします。  


